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さて、前回の実践論では、『移行対象』

の心の杖としての大切さを、それを簡単

に取り上げることの理不尽さを解説しま

したが、今回はそれを引き継ぐ形で、そ

の解決編について述べていきましょう。 

Ｍ男さん、長さ 10ｃｍほどの糸や紐

を、唇で挟んでは、ビーッと引っ張って

は、くるくると振り回すということを、

もう何年もの間、繰り返しています。こ

の紐、適当な紐状のものが手元に無いと

服でもタオルでも、その繊維を引き出し

てしまうので、職員はいつでも何本かの

紐が本人の手元にあるように、常に配慮

をし続けていました。Ｍ男さんの母は、

彼が一才の時に白血病で亡くなっていま

す。父親は複雑な家庭事情により、首都

圏にお住まいで、面会や帰省が困難でし

た。彼は「泣かない、泣かない」と叫ん

で泣く人でした。それは、自分の感情を、

特に否定的な感情（寂しい、悲しい、怒

り etc）を表現するのに自らブレーキを

かけている人だということです。お母さ

んが一才の時に亡くなっていて、父親が

遠く離れたところに住んでいて寂しくな

い人っていないですよね…。県内にお住

いの祖母とのやり取りの充実、父親との

二週間に一回の電話でのやり取り、最後

には祖母の古いアルバムから頂いた母の

写真、それをポケットの中に入れて持ち

歩くことができるようになったとき、彼

は紐を持つ必要が無くなっていました。

紐は、亡き母との絆を象徴する『移行対

象』だったのです。 

Ｒ子さん、いつも担当の職員とのお別

れで大騒ぎです。退庁時はもちろんのこ

と、少し現場を所要で離れるだけで、泣

いたり、大声を上げたり、他の利用者を

叩くはで、大混乱です。スケジュールを

活用しても、全く行動は変わりません。

そこで考えたのが、テレビ番組録画ビデ

オテーププレゼント大作戦です。Ｒ子さ

んが、その当時大好きだったキムタクの

主演ドラマを、担当の職員がひたひたと

録画してきて、彼女にプレゼントするの

です。つまり、そのビデオテープを担当

職員の『移行対象』に仕組むことで、担

当職員との別れた後でも、彼女の手元に

担当職員がまだ居続けているような心理

状態を作ろうとしたのです。そして、そ

れは成功を収めました。彼女は、一日の

多くの時間を、その録画ビデオを見て過

ごし、別れの場面でも過剰な反応を示す

ことが少なくなっていったのです。しか

し、彼女の人生の課題は、担当職員との

別れではなくて、もちろん、その奥にあ

る母親との関係です。その解決には、そ

の後 10 年の月日が必要だったのですが、

最後には、母と娘、マクドナルドへ穏や

かに出かけることができるようになって、

一定の幸福にたどり着いたのでした。 

Ｈ男さん、帰省すると必ず父、母と買

い物に出かける人です。ある意味、まだ

愛情がお金の段階で、とどまっている人

だと言えます。その彼、なかなかその買

って貰った物を手放すことができません。

重いＣＤデッキ、お菓子の箱が入ってい

た、もうすでに空の買い物袋、財布…etc、

食事、移動場面、なかなか荷物が邪魔に

なって大変そうです。そこで一計。次の

帰省日を伝える父と母と実家の写真、そ

して買い物の写真、それをカードにして

渡すと、彼はそのカードを持ち歩くこと

で、他の荷物を持ち歩く必要が無くなり

ました。父や母の買って貰った物が、父

や母の『移行対象』、職員が用意したカー

ドは、担当の職員の気持ちも重ね合わせ

た『モバイルな移行対象』になりました。

これなら、どこを歩いても、どこに出か

けても、全く問題ありません。もちろん、

Ｈ男さんにも、これから解決すべき親子

の課題があります。いつまでも愛情がお

金では、幸福になれるはずがありません

から…。 

『移行対象』は、このようにして、い

つでも、その人が幸福になるための支援

を提供する大きなヒントになっているの

です。見す見す見逃していては、全くも

って、もったいないということになりま

す。 


